
大分県高齢者居住安定確保計画の変更について
～おおいた高齢者安心すまいプラン～

３．現状と主な課題

Ｒ５．８月,１１月,１２月：大分県高齢者福祉施策推進協議会へ
意見照会

Ｒ５．１２月末 ： 素案作成
Ｒ６．１～２月 ： パブリックコメント
Ｒ６．３月中 ： 公表

２．変更の背景

１）現行計画は令和５年度で期間満了
２）おおいた高齢者いきいきプラン（福祉保健部）との調和

４．計画の概要

１．計画の位置付け

住生活基本法

大分県内の住宅施策への反映

住生活基本計画（全国計画）

大分県住生活基本計画

高齢者住まい法
（高齢者の居住の安定
確保に関する法律
平成13年法律第26号）

大分県
高齢者居住安定確保計画
（計画期間：Ｈ25～Ｒ5年）

【主な変更内容】

老人福祉法
(昭和38年法律第133号)

介護保険法
(平成9年法律第123号)

おおいた高齢者
いきいきプラン
（大分県高齢者
福祉計画・
介護保険事業
支援計画）

（第８期：
Ｒ３～Ｒ５年）

【スケジュール】

【目標１】 高齢者向け賃貸住宅や老人ホームなどの適切な供給

【目標２】 高齢者が安心して住まいの確保ができる環境の整備

【目標３】 地域包括ケアシステムの推進等による高齢者が安全に
安心して住み続けられる地域づくり

○計画期間の変更：令和６～８年度 （以降、３年毎の見直し）
○居住支援の取組の拡充
・市町村ごとの居住支援協議会等の支援体制確立を推進
・空き家を活用した住まい確保を推進
・多様な主体との連携を推進

継続

１）高齢化の進展に応じた高齢者向け住宅等※の供給確保
や確保しやすい仕組み
※ 高齢者向け住宅等とは サービス付き高齢者向け住宅、
有料老人ホーム、軽費老人ホーム、シルバーハウジング

２）バリアフリー化等のリフォームが行われる仕組み
３）相談しやすい体制整備や地域との繋がりづくり

・ ６５歳以上の高齢者人口 ：令和２年度（３６９千人）
 令和７年度まで上昇
・ ６５歳以上の高齢化率 ：令和２年度（３３．５％）

 令和７年度以降も上昇
・高齢者単独世帯等の割合：令和２年度（３０．５％）

 令和７年度以降も上昇

＜現 状＞

＜主な課題＞

調和


